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今日のお話し

• PETボトルについて （特長など）

• リデュース・リユース・リサイクルの現状

•なぜ、日本のリサイクル率が高いのか

•水平リサイクル（ボトル to ボトル）

•海洋プラスチックごみ問題

•私たちができること
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協議会について

PETボトルリサイクル推進協議会

会員団体 ■一般社団法人 全国清涼飲料連合会
■PETボトル協議会
■一般社団法人 日本果汁協会
■日本醤油協会
■酒類PETボトルリサイクル連絡会
■全国みりん風調味料協議会
■一般社団法人 日本ミネラルウォーター協会

容器包装リサイクル法の特定事業者の団体

指定PETボトルの3Rを推進する団体

1993年設立
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PET樹脂の特徴

繊維製品 PETボトル

●透明性･ガスバリア性･耐熱性･強度･耐薬品性に優れる

●ボトル、繊維、フィルム、トレーは同じ PET樹脂

●無色透明なら多様な用途へ再生材料を展開可能

フィルム製品
食品用トレイ
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分別排出からはじまるPETボトルリサイクルの流れ
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Reduce（リデュース）

指定PETボトル全体の軽量化率は 28.4% 

            (前年度比 0.7ポイント増 ) 

削減効果量は 237千トン( )

自主行動計画2025目標（軽量化率25％ (’04年度比）以上）

容器軽量化による削減効果量と軽量化率の推移

リデュースの推進
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Reduce（リデュース）

清涼飲料用PETボトルの出荷本数とその環境負荷（CO2排出量）の推移

【環境負荷増大の抑制】 出荷量の増大に比べCO2排出量は抑制

2023年度と基準年度（2004年度）との環境負荷（CO2排出量）比較
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Reuse（リユース）
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リユースが困難なPETボトル

〇安全性の問題
予期せぬ汚染（悪意はなくとも使用済みのPETボトルを農薬等
の人体にとっての危害物質の一時保管に用いること等）
があった場合、ボトルの状態では完全に洗浄することは
困難です。

〇環境負荷の問題
回収率が90%以上で、販売拠点から工場までの距離が
100Km未満という非常に限られた条件でないと環境負荷は
小さくなりません。

PETボトルのリユースに関する判断

※環境省「ペットボトルを始めとした容器包装のリユース・デポジット等の
循環的な利用に関する研究会」中間取りまとめ2009年8月 より
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Recycle（リサイクル）

【目標「リサイクル率85%以上の維持」を達成】

9

回収・リサイクルの概要
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Recycle（リサイクル）

【国内外の再資源化量】 国内 415千トン →
海外 126千トン

10

リサイクル率と国内・海外再資源化
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Recycle（リサイクル）
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Recycle（リサイクル）

CO2排出量削減効果

【環境負荷の側面から見たリサイクル効果の評価】

リサイクルすることで、CO2排出量は45%減
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なぜ、日本のリサイクル率が高いのか
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①指定PETボトル（資源有効利用促進法）
食品用途 かつ 水で簡単に洗浄できる中身を
入れるPETボトル製品を指定してPETとして
リサイクルする対象とし、表示が義務付けられた。

③業界による自主規制
リサイクルし易いPETボトルの設計ガイドラインを策定
国内で生産されるPETボトルは守られている。

自主設計ガイドラインの遵守

②容器包装リサイクル法
消費者、市町村、事業者の役割分担を決めて、家庭から
排出される指定PETボトルのリサイクルを推進。
事業者は再商品化を義務付けられる。



Copyright © PETボトルリサイクル推進協議会

①指定PETボトル (資源有効利用促進法)
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資源有効利用促進法に基づく政令指
定により、1993年6月より、指定表示品
目（清涼飲料・しょうゆ・酒類）のPETボ
トルに、表示することが義務づけられました。

2002年12月20日付け「乳等省令」に
より、「ドリンクタイプのはっ酵乳、乳酸菌飲
料及び乳飲料」にPETボトルの使用が認
められました。

全PETボトルの93%程度
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②容リ法のシステム・主体間の役割分担
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消費者・市町村・事業者
の役割分担

有効に機能

消費者に対する啓発活動

意識の定着が進む

家庭から排出される
PETボトルの品質は
非常に高いレベル

  ※ 世界でも類を見ない
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③指定PETボトル自主設計ガイドライン (1992年～)
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③自主設計ガイドライン
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改善事例（着色→無色透明）

大分減っては来ましたが・・・

いまなお散見される着色ボトル（輸入商品）
【 ＰＥＴボトルリサイクル推進協議会調査 】
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再生材は色々な製品に利用
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【内訳】
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水平リサイクル

【ボトルtoボトル比率は33.7%】

2030年度までに ボトルtoボトル比率50%を目指す

ボトルtoボトルへの再生樹脂利用量とボトルtoボトル比率の推移

前年度比 4.8ポイント増
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環境配慮設計

【従来からの業界ガイドライン】 プラスチック資源循環法
【プラスチック使用製品設計指針 (告示) 】

※使用済みPETボトルのリサイクル
適正に特化した自主規制 ・3Rおよびリニューアブルを含めた総合的

な観点から、法で定められた指針を補完。
・環境配慮設計を進める際に検討すべき事
項について、具体的にまとめた「PETボトル
の環境配慮設計指針」を策定。
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環境配慮設計

【環境配慮設計指針の策定】
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プラスチック使用製品設計認定基準の制定に向けて ①
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【清涼飲料用ペットボトル容器の設計認定基準（案）】
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認定基準案 ②
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認定基準案 ③
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認定に向けて準備が進められています
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【参考】 使用済みPETボトルの落札状況
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指定法人落札単価の推移
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海洋プラスチックごみ問題
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河川から回収したPETボトル
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庄内川堤防の漂着PETボトル年代推定

年代分析では新しいボトルの方が少なかった。

生産本数の多い近年の方が散乱
数が少ないことは、回収・リサイクルの
進展や市民の意識向上との関係が
示唆される。

2018年の台風21号、24号で愛知県・庄内川と新川の中堤防に多数の
PETボトルが漂着した。回収したボトルの形状よりいつ頃販売されたボトル
かを推定した。
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マイクロプラスチック問題
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PETボトル協議会でマイクロプラスチック問題とPETボトルの関係に
ついて調査

■ 20年以上河川に放置されたPETボトを分析。
マイクロプラスチックになるような兆候は見られなかったと結論

※「マテリアルライフ学会」で発表
■ 散乱ごみとしてボトルの状態で存在

※ 長く使用したプラ製の洗濯ばさみやプランターなどが簡単に割
れてしまうことがある。 紫外線により劣化した状態

PETボトルは屋外に長く放置しても簡単に割れるようにはならない
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自動販売機横のリサイクルボックス
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自治体との取り組み
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ボトルtoボトル東京プロジェクト ・・・目的は「理想とする回収モデルの追求」
きれいなPETボトルの回収促進の可否を確認する実証実験

（１）学校・駅・事業所にリサイクルステーションを設置
・ほとんどの事業所等ではキャップ・ラベルが付いたまま廃棄
・高校、品川駅、民間企業等に、新デザインのリサイクルス
テーションを設置し、ボトル、キャップ、ラベルの「3分別」を啓発

「３分別」実施率が95%、81%という事業所も
適切な機材とメッセージで協力を得られることを実証

（２）自販機の横に新デザインの回収ボックスを設置
・一般ごみも入れられてしまうことが多く、ごみ散乱の要因にも
・新デザインの回収ボックスを渋谷周辺20箇所に設置

異物の混入率が43%から29%へ大幅に減少

2020年度モデル事業 （実証実験）

2022年秋 業界統一仕様へ！
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PETボトルリサイクルの課題
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Ａ．ガラスびんとの混合回収
ガラス破片の分離が困難 → ブロー成形での破裂や
ボトル穴あき → 致命欠陥
（ボトルtoボトルへの使用不可）
※市町村回収の内 20%強（重量換算）が混合回収である実態

Ｂ．ラベルの除去
・水比重分離で分けられない。
・破砕する前にラベルを除去することが望まれる。
（スーパー店頭回収品、自動回収機はラベル除去ができている）
・市町村の協力。
・ベール化事業者、リサイクラーでのラベル剥離設備の導入。

【回収PETボトルの品質上の課題】
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私たちができること
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【今日の話を振り返って】

分別排出のお願い！

【家庭では】

・キャップ・ラベルをはずし、水ですすぎ、つぶして排出
（市町村のルールに従って）

【家庭以外では】

・リサイクルボックスへ
絶対にゴミは入れないで下さい
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